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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

豊後大野市の運動部活動の現状

小中一貫教育校設置により全町に中学校存続の中、生徒数減少による部活動の廃止

が加速。

①生徒数の減少（向こう１０年で約１０％の減）

②専門性、指導経験の少ない顧問

↓

学校と地域のニーズを踏まえた総合型地域スポーツクラブの検討

↓

朝地フレンドクラブを中心に移行研究

地域移行における豊後大野市の課題

①地域での受け皿確保 ④受益者負担の増加

②指導者がいない

③中体連出場のための細則への対応

グラフ等データ
※出典も要記載

人口 ３２９１０人 部活動数 ４１部活

公立中学校数 ７校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 ７３４人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定済
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

・内部検討委員会（５月・９月・２月） ・子どものスポーツ環境のあり方を検討する協議会（６月・１１月）の実施

・教職員への地域移行に向けた方針の周知（８月） ・保護者への地域移行についての周知（１０月）

・スポーツ少年団関係者への周知（１１月） ・顧問、スポ少指導者との協議（１２月以降）

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（学校教育課）

⚫ 教育委員会（社会教育課）

～学校部活動の改革～ ・指導者バンク管理

・地域クラブとの連携 ・指導者研修の開催

・部活動アンケート ・会場管理

・スポ少との連携

・スポーツ推進委員との連携

・総合型地域クラブとの連携

豊後大野市 朝地フレンドクラブ

学校教育課・社会教育課

朝地中学校（他の地域クラブ） 地域指導者・兼職兼業教諭

専門的な指導・顧問の負担軽減

連

携

・

支

援

委託

合同会議

連

携

・

研

修

部活動

指導員

地域クラブとの連携

協議会の開催

内部検討委員会の開催

学校との連携、連絡調整

スポーツ推進委員との連携

スポ少との連携

２年後の地域クラブ化に向けての準備
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２．実証内容と成果

合同部活動の運営実績

主な取組例

参加校数 ３校 実施した種目 軟式野球、女子バレーボール

合同部活動に取り組
んだ部活動数

６部活

参加校名 清川中学校、緒方中学校、朝地中学校

実施した種目 軟式野球、女子バレーボール

１か月あたりの平均的な
活動回数

月４回程度（平日２回、休日２回）

顧問の属性 緒方中学校の教師が顧問を担当

指導者の主な属性 顧問）教師

活動場所 各中学校

主な移動手段 タクシー

１人あたりの参加会費
（年額）

０円/年

１人あたりの保険料 生徒１人あたり：８００円/年
指導者１人あたり：１８５０円/年

（スポーツ安全保険）

▼活動概要 ▼運営体制図（合同部活動を実施する際の運営体制）

▼参加校における役割分担

⚫ 緒方中学校【拠点校】

・拠点校として顧問教師の配置し、トラブル発生時の現場での初動対応

・トラブル発生時の自校の生徒・保護者への各種対応

・参加校間の定期的な連絡会等の開催・出席

⚫ 清川中学校、朝地中学校

・自校の生徒の保険加入手続き

・トラブル発生時の自校の生徒・保護者への各種対応

・参加校間の定期的な連絡会等の開催・出席

女子バレー

緒方中

清川中 ↑

朝地中

軟式野球

緒方中 保険の加入

清川中 連絡調整

朝地中

業務委託

朝地フレンドクラブ

（運営主体）

豊後大野市

教育委員会

豊

後

大

野

市

競

技

別

専

門

委

員

会
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２．実証内容と成果

取組内容

取組事項 部活動に入る生徒数の減少から、単独校での部活動運営が難しく、合同部活動による運動機会の保障を行う。

・中学校３年生の引退に伴い、部員数が大会参加人数に満た

ない状況があった。中体連、競技専門部、市教委と協議し、地

域移行に向けて緒方・清川・朝地を合同部活動とした。

・指導ができる教職員が、緒方中学校所属のため緒方中を拠

点とした。

・参加校それぞれの学校長による申請を行った。

取組の
成果

グラフ等データ
※出典も要記載

地域移行を見据えての、学校の組み合わせを行った。

特に
工夫した
事項

グラフ等データ
※出典も要記載

・受け皿となる団体を募集していく必要がある。

・人数がさらに減少していくと、３つの学校でもチームが成り立たない状況が出てくる可能性がある。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

図、グラフ、文章での説明等

【キャプション】 【キャプション】

図、グラフ、文章での説明等



7

２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

３校が集まっての合同練習の様子 同じユニフォームを着ての練習試合の様子

合同部活動対地域クラブチームとの試合 新人大会開会式の様子
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

今後の学校部活動及び新たな地域クラブ活動について 豊後大野市教育委員会

基本方針 ①生徒の運動機会を保障します
②平日及び休日の部活動を段階的に地域の活動に移行します

地域の
スポーツクラブへ

地域クラブ活動
↑ 指導

総合型地域スポーツクラブ、民間事業者等

令和6～7年 令和8年～～令和5年

合同部活動・拠点校部活動
↑ 指導

部活動指導員（地域の人材）

地域クラブ活動
（例：朝地地区）

合同部活動
（例：野球部）

（単体の）
部活動

平
日
及
び
休
日
の
地
域
移
行

（単体の）部活動

Ａ中 Ｂ中 Ｃ中

予
算
関
係

学
校
部
活
動

地
域
ク
ラ
ブ
活
動

公的補助（国）未定

活動補助
の検討

ゴール

スポーツ少年団
（４０団体６９４人）

卒団の年齢変更

部活動補助（市）

公的補助（国）
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